
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（二
四
）

奈
早

平

城

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
九

一
次
調
査
　
一
九
七
四
年

（昭
４９
）
七
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
鈴
木
嘉
吉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
北
か
ら
第

一
次
大
極
殿
地
域
と
内
裏
地
域
に
張
り
出
す
二
つ
の
丘

陵
の
谷
間
で
、
内
裏
外
郭
西
南
隅
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は

一
人
九
七
ポ
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
と
変
遷
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
期
は
谷
間
の
低
湿
地
に
、
五
〇
蝕
程
度
の
第

一
次
整
地
を
施
す
。
そ
の
う

え
で
、
内
裏
外
郭
を
囲
む
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
人

一
六
五
を
設
け
、
そ
の
南
に
五
棟

の
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
群
を
造
営
す
る
。
Ｂ
期
に
は
Ａ
期
の
Ｓ
Ａ
人

一
六
五

以
北
の
内
裏
外
郭
内
部
に
第
二
次
整
地
を
施
し
、
高
さ
約

一
ｍ
の
土
壇
を
築
く
。

平城宮跡内調査位置図
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こ
の
上
壇
の
縁
に
沿
っ
て
単
廊
Ｓ
Ｃ
人
一
六
人
を
設
け
、
内
裏
外
郭
を
区
画
す

る
。
Ｃ
期
に
は
Ｂ
期
の
Ｓ
Ｃ
八
一
六
人
と
ほ
ぼ
同
位
置
で
築
地
塀
Ｓ
Ａ
人
一
七

〇
に
造
り
か
え
、
南
面
に
門
Ｓ
Ｂ
人
一
六
〇
を
開
く
。
ま
た
内
裏
外
郭
内
部
に
、

七
間
×
四
間
の
総
柱
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
人
一
五
〇
を
建
設
す
る
。

木
簡
は
い
ず
れ
も
、
旧
地
表
と
Ａ
期

（第
一
次
）
整
地
層
の
間
か
ら
、
建
築

用
材
の
破
片

・
削
暦
や
檜
皮
と
と
も
に
出
土
し
て
お
り
、
平
城
宮
造
営
の
過
程

で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
調
査
区
の
西
南
部
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
て
お
り
、
総
点
数
は
二
三
四
点

（削
婿
一
五
九
占
ё
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

□
　
□
□
　
　
□
回
□
　
　
一口
　
　
一回
□
升
田
□
獣
和
銅
＝

＝
一
万
十
＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（厳
じ
×
遮
×
∞
８
Φ

②

　

×
髪

マ
一
升

　

一　

□

×

一
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（も

Ｘ
こ

登

ｏ解

⑤
　
。
「車
持
若
麻
呂

名
車
持
若
麻
呂

（右
側
面
）　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ
る
受
遵

ｏ３

い
　
。
「額
田
部
御
□
　
額
田
部
□〔麻
呂
力
〕

。
「
　

　

　

　

　

車
□
　
□
□

Ｐ
ω
卜
×

（
∞
ｏ
）
×
］

ｏ
∞
〕

〔日
奉
　
古
力
〕

□
ロ

マ
ロ

伎
部
万

六
成

五
己

九

庚

八
幸

七

唯
捩

□

　

□

十
三
十
四
十
五
十
六
十
七
十
八

〔
能
力
〕

『□
　
□
　
□
』

「
＜
三
嶋
上
郡
白
髪
マ
里
」

「尾
治
国
海
郡
嶋
里
人
」

「海
連
赤
麻
呂
米
六
斗
」

「三
川
国
飽
海
郡
大
鹿
マ
里
人
」

「大
鹿
マ
塩
御
調
塩
三
半
　
　
」

「
＜
近
江
国
□

「
＜
□
□
□
□

(5)

′鳥J烏
取取
ママ
大□
山弐
人
火

僣)(D(6)お
ツ
れ
早

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
μ

（
μ
Ｏ
∞
）
×

や
『
×

］
　

ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
的
ｏ
×

∞
］
×

卜
　

〇
∞
］

岸
∞
ヽ

×

］
］
×

∞
　

ｏ
的
〕

中
『
伽
×

∞
〇
×

∞
　

ｏ
岸
岸

（
ミ
じ

×
］
ｏ
×
］

ｏ
∞
Φ



「越
前
国
香
々
郡
綾
マ
里
綾
マ
里
」

「□
田
伊
支
見
白
米
五
斗
　
　
　
」

牌
ω
『
×

］
Ｐ
×

ω
　

ｏ
∞
沖

〔負
力
〕

「
＜
丹
波
国
氷
上
郡
石
□
里
笠
取
直
子
万
呂

一
俵
納
」

「
＜
白
米
五
斗
　
和
銅
□
年
四
月
廿
三
日
　
　
　
　
」

岸
ｏ
ｏ
×
］
Ｐ
×
⇔
　
ｏ
∞
∞

納
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
］］ヽ
×
岸∞×
卜
　
ｏ∞∞＊

「
＜
丹
波
国
氷
上
　
石
負
里
氷
マ
×

「
＜
俵
納
白
米
五
斗
　
和
銅
三
年
×
　
　
　
（Ｐじ
溢
授
卜
寓
Φ

波

国
力
〕

□
口
氷
上
×

力
〕
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

溢
買
∞
Φ毬

［加
佐

力
〕

「
＜
丹
波
国
口
□
郡
川
□
□
□
　
　
　
　
　
（Ｐ『〕Ｘ
］斐
ヽ
寓
ｏ

「朋
郡
葛
江
里

「丹
人
マ
由
毛
万
呂
俵
」

「播
磨
国
宍
禾
郡
山
守
里
」

「山
マ
加
之
ツ
支
　
　
　
」

「
＜
播
磨

「
＜
五
戸
ロ
マ
子
万
呂
俵
□
□

「備
前
国
勝
間
田
郡
日

　

回
ロ
マ
ロ
」

「白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
＜
備
中
国
賀
陽
×

「
＜
漆
マ
色
人
庸
米
×

賀
陽
郡
葦
」

首
麻
呂
俵
」

「讃
岐
国
香
川
郡
原
里
秦
公
□
身
」

「綾
郡
宇
治
マ
里
宇
治
マ
阿
弥
俵
」

【国
力
〕

「
＜
丹
波
口

「
＜

茜霜茜昇

負
里
□
ロ
マ
ロ
牟

一
俵
」

和
銅
三
年
四
月
十
三
日

211    90120   9り

「
＜
帝
攣
訃
那
肺
邸
業
マ
数
撃
牲
革
希
羊
ュ
斤
＜
」
　
　
　

Ｐ】
×
駕
×
伽

ｏ
盟

（
明
）

滓
∞
ｏ
×

］
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
Ｐ
＊

Ｐ
∞
Ｐ
×

Ｐ
ｓ
×

ω
　

ｏ
∽
Ｐ

含

ヽ
じ

×

Ю
Ｐ
×

い
　

ｏ
∞
Φ

Ｐ
∞
枷
×

］
∞
×

∞
　

ｏ
μ
牌

（
Φ
∞
）
×
Ю
］
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

（
∞
卜
）
×

∞
岸
×

∞
　

〇
い
Φ

Ｐ
∞
］
×

μ
Φ
×

∞
　

〇
］
Ｐ

Ｐ
∽
∞
×

］
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
Ｐ
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1361   1351   130   G9 ell   ool

「
＜
伊
予
国
桑
村
郡
林
里
鵬
省
舗
枷
都
士
中
俵
＜
」

「
＜

『物
部
　
物
部
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
」
］ｏ］×
やい×
∞

「
＜
三
野
里
人
古
万
呂
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ卜受
萬
憑

「
＜
三
野
里
人
佐
伯
マ
」

「
＜
祢
万
呂
俵
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞反
む
溢

「三
□
□
×

「祢
万
呂
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＯ
通
反
ト

「不
知
山
里
俵
五
斗
八
升
」
　
　
　
　
　
　
　
ＰＮ反
］隻
∞

「
＜
大
前
里
六
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ
巡
巽
∞

私
里
丹
生
波
田
六
斗
持
□
　
　
　
　
　
　
　
（μじ
溢
撰
∞

「新
矢
里
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸∞要
Ｐ叉
ト

「
＜
野
井
里
五
斗

「
＜
石
原
里
五
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＯ
通
巽
∞

鵜
甘
都
郡
穂
郡
越
中
国
讃
岐
国

津
伎
国
針
間
国
近
江
国

⑬

　

「淡
淡
河
推
推
糧
霜
□

推
海
梅
推
海
物
物
物
物
譲
譲
　
　
　
　
　
（岸じ
添
深
∞
寓
Ｐ

釈
文
は
概
ね
既
公
表
の
も
の
に
よ
っ
た
が
、
今
回
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装

置
に
よ
っ
て
再
釈
読
し
た
成
果
を
取
り
込
ん
で
改
め
た
部
分
が
あ
る
。

第
九

一
次
調
査
出
上
の
木
簡
の
特
徴
と
し
て
は
、
概
ね
次
の
四
点
が
指
摘
で

き

る

。
第

一
に
、
平
城
宮
造
営
に
伴

っ
て
廃
棄
さ
れ
た
、
平
城
遷
都
前
後
の
一
括
性

の
高
い
遺
物
で
あ
る
点
で
あ
る
。
木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
紀
年
銘
を

も
つ
木
簡
は
和
銅
二
年

（七
〇
九
）
（①
）
と
三
年

（⑭
●
）
に
限
定
さ
れ
る
。

ω
も
残
画
か
ら
み
て
和
銅
二
年
ま
た
は
三
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
和

銅
六
年
二
月
の
二
年
嘉
名
表
記

へ
の
改
訂

（
『続
日
本
紀
』
同
月
甲
子
条
、
「延
喜

式
』
民
部
省
式
上
）
以
前
の
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
『和
名
抄
』
に
即
し

て
い
え
ば
、
⑩
は
摂
津
国
嶋
上
郡
真
上
郷
、
⑪
は
尾
張
国
海
部
郡
志
摩
郷
、
⑫

は
参
河
国
渥
美
郡
大
壁
郷
、
働
は
播
磨
国
明
石
郡
葛
江
郷

令
朋
」
は

「明
」
に

通
じ
る
。）、
い
は
讃
岐
国
阿
野
郡
氏
部
郷
。
⑬
は

「
い
さ
や
ま
」
と
読
み
、
備

後
国
沼
隈
郡
諫
山
郷
か

（東
野
治
之

「
『万
葉
集
』
と
木
簡
」
翁
長
屋
王
家
木
簡
の
研

究
』
塙
書
房
、　
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
）。
⑬

「穂
郡
」
は
三
河
国
宝
鋲
郡
の
古
い

表
記
で
あ
る
。
①
の

「針
間
」
も
古
体
を
と
ど
め
る
。
和
銅
六
年
四
月
に
は
、

丹
後

・
美
作

・
大
隅
国
の
分
国
が
な
さ
れ
る
が

（
『続
日
本
紀
』
同
月
乙
未
条
）、

⑬
⑭
の
よ
う
に
分
国
以
前
の
木
簡
も
認
め
ら
れ
る
。
⑩
は
後
の
丹
後
国
加
佐
郡

〇
∞
〕

Ｏ
μ
Ｏ

〇
∞
出

〇
伽
〕

］
⇔
６
×

Ю
『
×

卜

　

ｏ
い
Ｐ
＊



川
守
郷
、
例
は
美
作
国
勝
田
郡
に
あ
た
る
。

以
上
の
点
や
、
書
風
も
平
城
宮
で
一
般
的
に
み
ら
れ
る
も
の
よ
り
は
古
い
と

判
断
さ
れ
る
こ
と
、
荷
札
木
簡
の
貢
進
者
名
の
記
載
が
平
城
宮
木
簡
で

一
般
的

な
戸
主

。
戸
口
名
で
は
な
く

「某
里
人
十
人
名
」
と
な
っ
て
い
る
点
、
そ
の
一

方
で
評
制
に
関
わ
る
も
の
が
存
在
し
な
い
点
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ

ら
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
和
銅
二

・
三
年
を
中
心
と
す
る
人
世
紀
初
頭
の
一
括

性
の
高
い
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
荷
札
木
簡
が
多
く
を
占
め
、
そ
の
大
部
分
が
米
の
荷
札
で
あ
る
点

で
あ
る
。
ま
ず
、
庸
米
荷
札
と
し
て
は
明
記
の
あ
る
鉾
の
他
、
「六
斗
」
「
五
斗

人
升
」
と
書
か
れ
た
四
点

（⑪
⑬
ｌ
∞
）
も
該
当
し
よ
う
。
白
米
荷
札
に
は
そ

れ
と
明
記
す
る
も
の
が
五
点
あ
る

（ロ
ｌ
ω
）。
「俵
」
と
だ
け
あ
る
六
点

（卿

的
い
い
い
①
）
や
単
に

「
五
斗
」
と
あ
る
⑫
も
、
庸
米

。
白
米
の
区
別
は
で
き

な
い
が
米
の
荷
札
で
あ
り
、
ま
た
木
簡
の
先
端
部
を
尖
ら
せ
た
②
働
⑭
も
米
の

荷
札
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
米
や
、
図
の
塩
、
め
の
軍
布
は
平
城
宮
造
営
に
従

事
し
た
仕
丁

・
役
丁
や
、
そ
の
監
督
に
あ
た
つ
た
官
人
た
ち
に
よ
っ
て
消
費
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
特
定
地
域
か
ら
の
品
目
を
同
じ
く
す
る
荷
札
が
集
中
し
て
出
土
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
⑮
ｔ
ｕ
は
、
丹
波
国
氷
上
郡
石
負
里
か
ら
の
白
米
荷

札
で
あ
る
。
一一百
〔の
木
簡
は
形
状

・
表
記
の
仕
方
が
よ
く
似
て
お
り
、
こ
の
点

で
は
⑬
も
同
様
で
あ
る
。
二
片
分
離
の
⑮
は
接
合
部
が
荒
れ
て
お
り
、
⑩
は
表

面
中
央
部
の
腐
蝕
が
激
し
く
、
⑫
い
は
木
簡
の
下
端
が
折
れ
て
い
る

（側
は
さ

ら
に

「郡
」
字
の
場
所
が
表
面
剖
離
し
て
い
る
）
な
ど
、
個
別
的
に
は
問
題
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
を
相
互
に
見
比
べ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
欠
け
た
文
字
の
推
測
が

可
能
で
あ
る
。
コ

俵
納
白
米
五
斗
」
と
い
う
表
記
は
珍
し
く
、
俵
に
白
米
五

斗
が
納
め
ら
れ
た
状
態
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
類
例
と
し
て
、
「丹
後

国
熊
野
郡
私
部
郷
高
屋
□
□
大
贄
日
□
納

一
斗
五
升
」
亀
平
城
宮
発
掘
調
査
出

土
木
簡
概
報
』
六
、
八
頁
。）
を
あ
げ
て
お
く
。
釣
い
は
備
中
国
賀
夜
郡
の
荷
札

で
あ
り
、
い
は
足
守

釜
早
守
）
郷
の
も
の
。
ま
た
、
⑩
①
も
同

一
里
の
荷
札
で

あ
る
。
⑫
は
下
端
折
れ
で
墨
痕
が
薄
く
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
一暴
面
の

「祢
万

呂
俵
」
は
①
と
共
通
で
、
文
字
の
大
き
さ

・
書
体
も
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

⑫
の
氏
姓
は
不
明
で
あ
る
が
、
①
⑫
は
同

一
里
、
同

一
人
物
の
荷
札
の
可
能
性

が
高
い
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
の
荷
に
複
数
の
荷
札
が
付
け
ら
れ
て

い
た
事
例
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
木
簡
の
形
状
は
、
側
が
上
端
に
切
り
込
み
を

も
つ
の
に
対
し
、
⑫
は
そ
う
な
っ
て
お
ら
ず
、
機
能
の
違
い
を
示
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
な
お

「三
野
里
」
は
複
数
の
候
補
が
あ
り
、
特
定
は
で
き
な

い
。第

四
に
、
人
名
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
削
居
が
未
報
告
の
も
の
も
含
め
て
比

較
的
多
数
み
い
だ
せ
る
点
で
あ
る
。
木
簡
の
な
か
に
は
、
⑬
の
よ
う
な
歴
名
木

簡
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
削
暦
は
歴
名
様
の
帳
簿
の
類
を
削

っ
て
で
き
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
②
の

「髪
マ
」
を

「白
髪
マ
」
と
み
て
よ
け
れ
ば
、
「人

名
十
○
○
升
」
と
い
う
書
式
と
な
る
の
で
、
米
支
給
の
帳
簿
で
あ
る
可
能
性
が

で
て
こ
よ
う
。
り
も

「升
」
の
上
に
横
画
ら
し
き
文
字
が
み
え
、
そ
の
下
が
割
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書
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
米
に
関
わ
る
帳
簿
か
も
し
れ
な
い
。
米
の

支
給
を
受
け
た
者
と
は
、
①
の

「火
」
か
ら
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
城
宮
造

営
に
携
わ
っ
た
役
丁
が
多
く
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

荷
札
木
簡
の
考
察
か
ら
も
導
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
木
簡
群
は
、
遺
構
の
状
況
と
も
合
致
す
る
よ
う
に
、
平
城
宮

造
営
に
関
わ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
こ
こ
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。

削
暦
の
量
も
少
な
く
な
く
、
木
簡
を
使
用
し
た
業
務
活
動
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
。

た
だ
し
狭
義
の
文
書
木
簡
は
現
状
で
は
み
い
だ
せ
ず
、
造
営
担
当
官
司
内
に
と

ど
ま
る
木
簡
利
用
と
な
っ
て
い
る
点
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『昭
和
四
九
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調

査
概
報
』
盆

九
七
五
年
）

同

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
七
五
』
盆

九
七
六
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
〇

（
一
九
七
五
年
）（市
　
大
樹
）




